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会会長長報報告告  長長友友芳芳郎郎  会会長長  

■皆さんこんにちは先週は

個人的な都合でお休みし

て申し訳ありませんでした

本日は水海道ロータリーク

ラブより青木ガバナー補佐

がお越しになっておりますよ

ろしくお願いします

会長幹事会ご苦労様でした。 

美味しい食事もいただきました。ありがとうございました。 

さて私の年度は松山会長同様楽しい例会で和気あいあい

とした 1 年を過ごしたいと思います皆さんよろしくお願いい

たします。 

さて来週はガバナー公式訪問です皆さん 1 日長時間に渡

りますがよろしくお願いいたします 

  幹事報告 川川上上  勉勉  幹幹事事  

◇ハイライトよねやま 268

号が届きました。

◇ 2022.08.07.10 ： 00 ～

My Rotary 活用(勉強会)が

開催されます。WEB

◇2022.08.28.（sun）.

10:00～世話クラブ・米山

委員長、合同開催の案内が届いています。 

◇2022.08.06.土曜日 第 1 回地区職業奉仕 SN

場所：ホテル日航つくば 登録：13 時 00 分開会

研修：坂本広司氏 講演：小澤邦比呂氏

（松川電機株式会社）

◇2022.07.16.土曜日 10：30～ダイヤモンドホール

ロータリー財団・社会奉仕委員会合同研究会

◇公式訪問スケジュール

10：00 会場設営  10：30 ガバナーお出迎え

11：00 クラブ役員との懇談会

12：30 例会  13：00 ガバナースピーチ

13：30 写真撮影  13：45 クラブ協議会

15：00 ガバナーとの懇親会

随行者 飯泉智弥(副幹事) 角川僚一(副幹事)

第 1135 例会報告（2022.07.08） 
点  鐘 クラブ会長 長友芳郎

国歌斉唱・R ソング それでこそロータリー 

本日のプログラム クラブ協議会Ⅳ

ゲスト ・ ビジター 青木正弘AG 齋藤政博・小林聡司SC 

IMAGINE・ROTARY 

■出席状況

会 員   8 名 
出席率 100.00% 

出 席 者 7 名 

出席免除  0 名 Make-up 1 名 

定款第10条(第6-7節除く) 伊藤会員 

■ニコニコボックス

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 22,000円 32,000円 

■MESSAGE

長友会員 青木AG、セクの皆さん、ごくろうさまです。 

川上会員 親しい先輩が亡くなりかなしいです。 

荒木会員 公式訪問へ向け、本日は御苦労さまです。 

石﨑会員 皆様 こんにちは！ 

海老原会員 青木AG一年間宜しくお願いします。 

松山会員 

今日は竜二高校の授業を拝見してきました。ち

ょうど赤ちゃんにミルクを飲ませる実習のときで

した。 

横山会員 
青木AG及びセクレタリーの皆様、宜しくお願い

します。 

≪例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 

TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 07.29】 
会員卓話① 

(これまでの善意) 

荒木友雄会員 

【通常例会 07.15】 
ガバナー公式訪問 

(大野治夫DG) 

クラブ協議会Ⅴ

本本日日ののププロロググララムム  次次回回ののププロロググララムム 

連絡先：ＴＥＬ 0297-64-3956   ＦＡＸ 0297-64-3978  http://rcrc.web5.jp 会  長：長友芳郎  幹 事：川上 勉 

事務所：〒301-0824 茨城県龍ケ崎市下町 2842   例会場：〒301-0857茨城県龍ケ崎市泉町 1592-77  ザ･ゴルフクラブ竜ケ崎 

http://rcrc/


  本日のプログラム       

  

ククララブブ協協議議会会ⅣⅣ  

RI 第 2820 地区ガバナー補佐 

青木正弘氏 

●皆さまこんにちは。この

度第 2820 地区大野治夫

ガバナーのガバナー補佐を

致します水海道 RC の青木

正弘と申します。龍ケ崎中

央 RC はロータリーに精通さ

れた方が多いと聞いております。どうかお手柔らかにお願

い致します。 

さて、平成 27 年 9 月、当クラブ周辺は鬼怒川の決壊に

より多くの被害を受けたのはご記憶の方も多いと存じます。

その際に、龍ケ崎中央 RC を始め、県内外の多くのロータリ

アンから励ましや多くの支援金を戴きました。ここに感謝を

申し上げます。又、遡って、北村仁氏のガバナー時は、

DLP から CLP。更にデジタルへの波がドドﾂと押し寄せ、大

きな変革の時期を迎えました。その際には貴クラブの城出

会員に大きな貢献を戴き乗り越えた経緯もありました。そ

のように繋がりの深いクラブ同士でもありますので、どうかよ

ろしくお願いいたします。 

さて、2022-23 年度ジェニファー・E.ジョーンズ会長会

長はテーマを「イマジン・ロータリー」と発表されました。 

「今の時代は、平和と団結を必要としています。違いが

あっても共通点を見いだしてお互いを受け入れることが大

切です」 55 歳のジョーンズさんはカナダのオンタリオ州ウ

ィンザーで生まれ、大学卒業後にカリブ海に浮かぶターク

ス・カイコス諸島とマンハッタンで働いた数年間を除いて、

ずっとウィンザーで暮らしています。3 人きょうだいで一番

上の彼女は、慈善団体に寄付するお金を稼ぐためにレモ

ネードを売ったり、筋ジストロフィーを患っている子どもたち

のために実家の庭でイベントを開催する子どもだったそうで

す。「幼い時に、地域社会で奉仕するための翼を両親が

授けてくれました」と彼女は言います。今日、ジョーンズさ

んの家族では両親、そしてきょうだいの 1 人とその妻がロー

タリアンです。もう 1 人の弟が描いた絵画から、会長テーマ

のネクタイとスカーフの絵柄のヒントを得たそうです。 

 

ジョーンズさんとクラヤシッチさんは 2 人共ウィンザー出

身なのですが、出会いはカリブ海でした。大学卒業後、ラ

ジオ局のニュースルームで働いていたジョーンズさんは心

身共に燃え尽きて、休暇を取ってカリブ海のリゾートでアル

バイトをしていました。医師のクラヤシッチさんはトロントでの

インターンシップを終えて、スキューバダイビングをするた

めに島を訪れていました。二人は友情を結び、やがてウィ

ンザーに戻ると付き合い始め、その後間もなく結婚したの

です。  

2022-23 年度会長イニシアチブ 

①ロータリーにおけるDEIについてより良く理解する（定義の

理解、および互いの違いを尊重し、大切にすることを含

む）。 

➁DEI がなぜクラブや地域社会にとって大切なのか、また、

DEI の原則を取り入れることがいかにクラブの成長と強化に

つながるかを理解する。 

③DEI に対する認識を高める（地域社会を反映した、クラ

ブの DEI 委員会の創設を含む）。 

④クラブや地域社会で DEI に基づいて行動を起こす（例：

DEI について知識を深め、より効果的な推進者となれるよ

う、地域社会におけるさまざまなグループについて知る）。 

 

◇クラブ管理運営委員会 

今年度は DEI が話題になるようである。Diversity, Equity, 

Inclusion の頭文字である。理解できそうで難しさを感じるの

でガバナーに手解きをお願いしたい。 

◇会員増強委員会 

当クラブの最大の努力目標である。今年度委員長は、2

名の純増。即ち 10 名体制のクラブを確立したいと意気込

んでいる。 

◇公共イメージ委員会 

広報不足が少人数で徘徊しているのかも知れない。当ク

ラブは外のクラブと同等かそれ以上の広報に努めているの

だがその効果はあまり表れない。しかし、めげずに今年度も

継続して行くことにする。 

◇ロータリー財団&米山記念 

ロータリー財団の寄付目標は 180＄。年次寄付 150＄・

ポリオプラス 30$である。※現況報告書は記載ミス。 

◇奉仕プロジェクト委員会 

コロナ拡大の状況により事業内容が変わりそうである。例

年の Xmas Drop 事業は厳しいかも知れないが、「SDGs コ

ンテスト」は地区補助金対象でもあることから必ず実施した

い。 

◇SAA・会計 

前年同様現況報告書記載のとおり努めて参ります。 

事業資金(友愛箱)目標：400,000 円 

 


